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総
会
で
は
、
ま
ず
丸
山
理

事
長
が
新
体
制
下
の
一
年
を

振
り
返
り
、「
組
合
員
の
た
め

の
組
合
運
営
」の
基
本
的
な
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
続
い
て
議

事
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

平
成
23
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
、
利
益
金
処
分

に
関
す
る
件

　

平
成
23
年
度
は
、
役
員
改

選
の
年
に
あ
た
り
、
５
月
の

通
常
総
会
で
新
体
制
に
な
り

ま
し
た
。

　

丸
山
理
事
長
、
高
橋
副
理

事
長
、
桑
原
副
理
事
長
が
就

任
し
、
委
員
会
構
成
も
、
４

委
員
会
体
制（
事
業
・
活
性

化
・
環
境
・
厚
生
）に
変
わ

り
ま
し
た（
創
刊
号
参
照
）。

　

主
な
事
業
は「
訳
あ
り
市
」

「
大
感
謝
祭
」の
開
催
、
各
種

の「
研
修
事
業
」「
共
同
施
設

の
改
修
」「
各
種
厚
生
事
業
の

開
催
」広
報
紙「
上
田
卸
団
地

だ
よ
り
」の
発
刊
な
ど
で
あ

り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
へ
の
救
援

協
力
で
は
、
物
資
の
調
達
を

県
な
ど
の
要
請
で
実
施
し
、

栄
村
へ
の
救
援
金
、
商
団
連

を
通
じ
被
災
し
た
卸
団
地
へ

の
救
援
金
を
送
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
現
況
は
、
期
中

脱
退
が
３
社
あ
り
、
33
組
合

員
に
な
り
ま
し
た
。

　

期
末
に
発
生
し
た
Ａ
Ｉ
Ｊ

投
資
顧
問
に
よ
る
年
金
基
金

の
巨
額
資
金
消
失
問
題
は
、

今
後
の
基
金
運
営
に
多
大
な

影
響
が
生
じ
る
も
の
と
憂
慮

し
て
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
環
境
下
で
あ
り
ま

し
た
が
、
決
算
で
は
経
費
の

節
減
に
努
め
、
２
３
７
万
円

の
当
期
利
益
金
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

平
成
24
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
、
資
金
計
画
に

関
す
る
件

今
年
度
の
重
点
事
項（
抜
粋
）

①「
上
田
卸
団
地
ま
ち
づ
く

り
協
定
」の
締
結
を
目
指

し
て
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
進
め
る
。

②
広
報
紙「
上
田
卸
団
地
だ
よ

り
」の
内
容
充
実
を
図
る
。

③
創
立
50
周
年
に
向
け
て
特

別
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
し
、

記
念
事
業
な
ど
の
準
備
を

進
め
る
。

④
定
着
し
つ
つ
あ
る
訳
あ
り

市
、大
感
謝
祭
、販
売
交
流

事
業
を
積
極
的
に
行
う
。

⑤
共
同
施
設
事
業
の
適
切
な
運

営
と
有
効
活
用
を
進
め
る
。

⑥
各
種
の
研
修
を
活
発
に
行

い
、
後
継
者
の
育
成
に
努

め
る
。

⑦
福
利
厚
生
事
業
の
効
率
的

運
営
を
行
う
。

第
三
号
議
案

平
成
24
年
度
の
賦
課
金
及

び
徴
収
方
法
決
定
に
関
す

る
件

　

原
案
通
り
、
一
社
月
額

２
０
０
０
円
と
し
、
６
月
と

10
月
の
２
回
に
徴
収
す
る
。

第
四
号
議
案

借
入
金
の
最
高
限
度
額
並

び
に
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
し
付
け
の
最
高
限
度
額

に
関
す
る
件

　

借
入
金
最
高
限
度
額
２
億

円
、一
組
合
員
へ
の
貸
付
限
度

額
１
０
０
０
万
円
と
す
る
。

第
五
号
議
案

理
事
へ
の
報
酬
限
度
額
・

監
事
へ
の
報
酬
限
度
額
に

関
す
る
件

　

理
事
へ
の
報
酬
限
度
額

は
、
年
額
１
１
５
万
円
。
監

事
へ
の
報
酬
限
度
額
は
年
額

15
万
円
と
す
る
。

　

以
上
の
議
案
が
す
べ
て
原

案
通
り
承
認
さ
れ
、
議
事
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
会
場
を
会

館
ホ
ー
ル
へ
移
し
、
ご
来
賓

と
組
合
員
の
懇
親
会
を
引
き

続
き
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
ご
来
賓
は
、
上
小

地
方
事
務
所
商
工
観
光
課
課

長
補
佐
／
北
沢
孝
志
様
、
上

田
市
商
工
観
光
部
長
／
金
子

義
幸
様
、
上
田
商
工
会
議
所

相
談
所
次
長
／
高
野
昭
佳
様
、

商
工
中
金
長
野
支
店
長
／
吉

川
誠
様
、
八
十
二
銀
行
上
田

支
店
長
／
宮
下
克
彦
様
、
中

小
企
業
団
体
中
央
会
東
信
事

務
所
長
／
渡
辺
義
作
様
、
上

田
信
金
本
店
長
代
理
／
武
田

浩
男
様
、
秋
和
自
治
会
長
／

成
田
守
夫
様
、
桝
網
改
良
区

会
計
理
事
／
茅
野
孝
雄
様
、

組
合
関
与
税
理
士
／
小
宮
山

智
三
様
の
方
々
で
し
た
。

平
成
24
年
度　

第
49
回
通
常
総
会

　

平
成
24
年
度
、
第
49
回
通
常
総
会
が
５
月
�7
日
午
後
４
時

か
ら
卸
会
館
２
階
中
会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
委
任
状
を
含
め
、30
名
が
出
席
し
、平
成
23
年
度
の

事
業
報
告
・
決
算
、平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
の
五

議
案
が
審
議
さ
れ
、す
べ
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

損益計算書 自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

科　　目 金額（千円）
事業収入 21,876
賦課金収入 1,476
事業外収入 14,961
収入合計 38,313
事業費 3,398
運営費 30,731
事業外費 1,814
支出合計 35,943
当期利益 2,370

貸借対照表 平成24年3月31日

科　　目 金額（千円）
流動資産 8,995
固定資産 236,637
有価証券 19,911
資産合計 265,543
流動負債 26,169
固定負債 42,130
資本合計 197,244
負債資本合計 265,543
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事業
報告

４年目を迎える桜が見事に開花しました！

組合員以外に近隣の企
業からも参加していた
だき、道路のゴミ、駐
車場の草取り等で団地
内が一段ときれいにな
りました。ご協力あり
がとうございました。

春の一斉清掃
５月24日㈭
約70名が参加

桜 運動場裏緑地

バスツアー
６月３日㈰　白馬・栂池高原
38名参加

白馬連峰を眺めながら湿原を巡る「栂池自然園」目指して、曇り空のな
か卸会館を７時40分にスタート。ゴンドラリフト「イヴ」に乗り70人乗
りのロープウェイを降りると標高�862m、一面雪の世界が広がり、雪
の合間にかわいい「ミズバショウ」が咲いていました。昼食後は白馬の
ジャンプ台に！エレベーターで３Ｆに上がり、スタート台から見下ろ
すラージヒルの凄さを感じてきました。

ゴルフコンペ ５月20日㈰　浅間高原CC　21名参加
個人優勝　　井川大海（ユダ）　グロス　82　ネット　73.6
　準優勝　　湯田　勝（ユダ）　　　　　88
団体優勝　　ユダチーム　　　　　　  258　　　　  220.8  

　

十
日
会
は

団
地
内
企
業

か
ら
の
若
い

会
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
の
健
康
管
理
か
ら
、
実

務
面
で
の
知
識
を
高
め
る
為
に
地

域
の
著
名
な
方
を
講
師
に
招
き
、

講
演
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
厳
し
い
環
境
下
で
あ
っ
て

も
販
売
方
法
や
流
通
方
法
の
改
善

に
よ
り
、
力
強
く
発
展
し
て
い
る

企
業
へ
の
視
察
研
修
等
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
共
、
十
日
会
会
員
に
は
元
気

な
活
力
あ
る
卸
団
地
を
造
り
上
げ

て
い
く
た
め
の
知
識（
ア
イ
デ
ア
・

方
法
）を
探
す
こ
と
、
自
己
啓
発

や
更
に
知
識
を
高
め
る
こ
と
を
課

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

研
修
会
や
講
演
会
も
先
輩
方
の
ご

指
導
を
賜
り
企
画
を
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
に
際
し
ま
し
て
は

組
合
員
は
じ
め
関
係
先
の
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と

も
多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
年
度
、

青
年
部
会

長
を
務
め
ま

す
、
田
辺
商

事
株
式
会
社
の
田
邉
寛
樹
と
申
し

ま
す
。

　

現
在
、
私
共
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
決
し
て
先
の
見
通
し
が
明

る
い
状
況
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
IT
や
物
流
の
発
達
に
よ
り

流
通
破
壊
が
起
き
、
卸
売
業
を
中

心
と
す
る
我
が
組
合
で
も
、
組
合

員
企
業
の
廃
業
や
撤
退
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
に

よ
る
経
済
の
縮
小
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
に
も
拘
ら
ず
、
一
向
に
改
善

し
な
い
デ
フ
レ
ギ
ャ
ッ
プ
。
組
合

に
お
い
て
も
、
組
合
所
有
の
土
地

の
有
効
利
用
や
組
合
員
数
減
少
へ

の
対
策
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
若
い
経

営
者
や
後
継
者
が
出
来
る
こ
と

は
、｢

元
気
を
出
し
て
、
動
き
回

る｣

事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
景

気
が
悪
い
か
ら
と
い
っ
て
暗
い
顔

を
し
て
ジ
ッ
と
し
て
い
て
も
、
物

事
は
好
転
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

明
る
く
上
を
向
い
て
行
動
す
る
こ

と
が
道
を
切
り
開
く
と
、
私
は
信

じ
て
い
ま
す
。

十
日
会

会
長　

牛
澤
武
晴

青
年
部

会
長　

田
邉
寛
樹

残雪の中にミズバショウ
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有限会社
オガワ商店

　 弊 社 は、 昭 和
25年 天 神 町 に て
創業致しました。
当初は信州リンゴ
用の紙袋を製作、
内 職 者50人 程 で
始まり、昭和30年には製袋機、印刷機を導入し青果店・菓
子店・鮮魚店・薬局・工場関係等客層も広がりました。
　そして昭和36年㈲オガワ商店として会社を設立、昭和48
年には卸団地へ移転して参りました。
　現在は、ポリエチレン袋・OPP袋・ボードン袋・レジ袋・
紙製手提袋・柄小袋・包装紙等の、“包装資材一般”。ポスター・
カード・のし紙等、“販促用品”。トレー・カップ・ラップ等“食
品関連資材”…等々、お客様のご要望に合わせ多岐にわたっ
て商品を取り揃えております。
　創業以来、包装業界を取り巻く環境は激変してきましたが、
地球環境保全を意識しつつこれからもお客様のニーズにお応
えしながら、おしゃれで清潔感のある「商品を一層引き立て
るパッケージ」を提案し、取り組んで参ります。

株式会社
岩野商会

　株式会社岩野商
会は、本社を長野市
に置き、昭和26年に
創業いたしました。
　業務内容として
は、主に建築現場
のサブコンとして、天井・壁の下地組、ボード貼からクロス・
床の仕上げ工事、カーテン・ブラインド等ユニット工事を施
工する内装部門と、ビルメンテナンス部門、日除け・テント
倉庫の帆布部門、関連会社として、看板の作成や、催し物の
会場設営・企画を担当する会場設備株式会社と分かれます。
　事業所は、県内外に支店５カ所・営業所２カ所あり、上田
出張所は、佐久支店の管轄となっております。
　ここ数年の景気の低迷により、民間企業の設備投資が減少
する中、官庁発注物件も価格競争が激しく、ゼネコンの下請
けという立場の当社としては、大変厳しい状況であります。
実際現場で施工する職人も、なかなか若手が育たず職人の高
齢化が進み、現場はあっても職人の数が足りないという問題
も発生してきています。
　当社は、職人を工事社員として雇用し、また、岩野建設専
門技能訓練学園を、長野・松本・新潟に開設し、若手の育成
及び、技能の向上を目指しております。
　「よい仕事多くの仕事で日本一を」を基本理念に、皆様の満
足いただける空間を提供できるよう努力してまいります。

株式会社
メディセオ

　本社は東京都中
央区にあり長野・
上田・松本・伊那・
飯田の５支店で県
内の病院・医院・
薬局を中心に医療
用医薬品や医療関連商品の卸売販売をしております。
　1973年よりこの卸団地に長野県地元会社として旧カワイ
株式会社で始まりました。昨今の不景気もあり県内外の同業
卸との合併を重ね４回目の社名変更を経て現在の㈱メディセ
オに至ります。
　北海道から関西までを網羅する従業員5,750名の売上高
２兆円の会社になり上田支店は34名で東信エリアをカバー
しております。親会社メディパルグループとしては他に一般
用医薬品・日用品・化粧品も取り扱い全国で展開しておりま
す。
　近年、国の医療費抑制のあおりを受け需要・競争・収益に
大きな影響を受けています。厳しい環境下ではありますがメ
ディセオの使命は、患者さんをはじめ、健やかな暮らしを願
う人々に貢献することです。その使命を果たすために、私た
ちは生命や健康に関わる企業として、お得意様や仕入先の期
待と信頼に応え、より高い流通の実現を目指してまいります。

株式会社
室屋商店

　 当 社 は 明 治31
年に下駄、草履、
麻等の製品の卸商
として創業いたし
ました。
　 そ の 後 昭 和25
年に法人化をして、昭和39年には当組合設立と同時に組合
員となり昭和43年に当団地の敷地に事務所を移転いたしま
した。
　その後、生活様式の変化に伴い、シューズ、スニーカー、ヘッ
プサンダル、スリッパ和装履物等を取り扱っております。商
品の変化だけではなく、小売業の変化も激しく、流通構造の
変化により当業種を取り巻く環境は大きく様変わりいたしま
した。
　販売先としては、東信、北信、中信と群馬県の一部で靴、
履物の小売専門店を主体に販売活動を行っています。
〈主要取扱商品〉

　オタフク商事（健康シューズ・ヘップ・スリッパ）、ケミカ
ルシューズ、スリッパ、ヘップサンダル、ビーチサンダル

卸団地企業紹介

卸団地のメンバーを順次ご紹介いたします
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Ⅰ　法人課税
　１．研究開発税制　…２年延長（26年３月31日まで）

中小企業の場合は、特別税額控除制度で一律
12％の総額型で優遇されています。

　２．中小企業税制の拡充・延長
…２年延長（26年３月31日まで）

①投資促進税制において、対象資産にコンピュー
ター、ソフトウエア、デジタル複合機の他に
試験又は測定機器などが加わりました。
②小額減価償却資産の中小特例
　30万円未満の償却資産を取得した場合には、
300万円まで全額損金
③交際費の損金不算入制度の中小特例
　特例として中小法人には、600万円を限度にそ
の90％の損金算入を認める制度
④グリーン投資促進税制の特例
　太陽光発電設備や風力発電設備などの再生可
能エネルギーに限定したうえで、当該設備の
取得等をした場合、普通償却限度額との合計
で取得価額まで特別償却が認められる制度

　３．特定事業用資産の買換特例
…３年延長（26年12月31日まで）

ただし、買換資産の土地等で「面積が300㎡以上」
のものに限るという範囲が狭められました。

Ⅱ　個人所得課税…25年分以後の所得税から適用　　
　１．給与所得控除の上限設定

収入金額が、1,500万円を超える場合は、245

万円が上限とされました。
　２．特定支出控除の拡充

・勤務必要経費が加わり、資格取得費の範囲が
拡大しました。
・特定支出控除について、確定申告以外に更正
の請求や修正申告の時に特定支出を計算して
控除できるようになりました。

　３．退職所得課税の見直し
勤続年数５年以内の法人役員等（公務員を含
む）に対する退職所得の金額は２分の１課税
の対象から除外され、退職所得控除額を控除
した残額に課税されることになります。
〈退職所得控除額〉
〇勤続年数20年以下の場合
　勤続年数×40万円（最低80万円）
〇勤続年数20年超の場合
　800万円＋70万円×（勤続年数－20年）

Ⅲ　相続税
　相続税の連帯納付義務の見直し

　…24年４月１日以後に申告する相続税に適用
他の相続人が相続税の金銭納付を選択している場
合には、連帯納付義務者は申告期限から５年以内
はそのリスクを伴いますが、５年を過ぎればリス
クがなくなるほか、他の相続人が延納許可等を受
けた場合にもリスクが消滅します。

※土地税制その他詳細については、関与税理士又は組合へ
　お問合せ下さい。

税法改正（抜粋）
平成24年度

組
合
の
動
き
（
抜
粋
）（

会
議
な
ど
の
出
席
状
況
） 

４
月
３
日　

正
副
理
事
長
会（
決
算
、
予
算
、
特
別
委
員
会
）

　
　

10
日　

理
事
会（
総
会
次
第
と
提
出
議
案
、
各
委
員
会
報
告
）　

　
　

16
日　

監
査
会　

田
中
監
事
・
堀
部
監
事
・
理
事
長

　
　

17
・
18
日　

春
季
健
康
診
断　

会
館
ホ
ー
ル　

受
診
者
１
８
８
人

　
　

20
日　

問
屋
町
会（
総
会
、
23
年
度
決
算
及
び
24
年
度
予
算
）15
名

　
　

24
日　

青
年
部
総
会（
新
年
度
事
業
計
画
）９
名

　
　

27
日　

厚
生
年
金
基
金
理
事
会（
規
約
の
一
部
変
更
、
任
意
脱
退
）

 

　
　

理
事
長
・
局
長

５
月
10
日　

正
副
理
事
長
会（
総
会
、
委
員
会
組
織
、
不
動
産
情
報
）

　
　

15
日　

中
央
会
上
小
支
部
総
会　

理
事
長

　
　

17
日　

通
常
総
会　

組
合
会
館　

組
合
員
30
名
、
来
賓
10
名

　
　

19
日　

シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
30
周
年
記
念
式
典（
高
砂
殿
）　

理
事
長

　
　

20
日　

春
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ　

浅
間
高
原
ｃ
ｃ　

21
人
参
加

　
　

22
日　

中
央
会
通
常
総
代
会　

長
野　

理
事
長

　
　

24
日　

春
季
一
斉
清
掃　

近
隣
企
業
も
参
加
、
70
人

　
　

31
日　

年
金
基
金
臨
時
代
議
員
会　

松
本　

 

　
　

理
事
長
・
高
橋
副
理
事
長
・
石
森
理
事
・
局
長

６
月
１
日　

長
野
県
青
年
中
央
会
上
小
支
部
総
会　

６
名

　
　

３
日　

バ
ス
ツ
ァ
ー　

白
馬
・
栂
池
高
原　

38
名
参
加

　
　

５
日　

十
日
会
定
例
会　

社
労
士
滝
沢
博
文「
労
務
管
理
」11
名

　
　

７
日　

火
災
共
済
通
常
総
代
会　

長
野　

理
事
長
・
局
長

　
　

８
日　

正
副
理
事
長
会

　
　
　
　
　
（
特
別
委
員
会
委
員
選
任
、
卸
団
地
だ
よ
り
、
訳
あ
り
市
）

 

理
事
会（
委
員
会
、
厚
生
年
金
情
報
、
各
委
員
会
報
告
）

　
　

12
・
13
日　

食
品
部
会　

南
房
総
研
修
旅
行　

10
人
参
加

　
　

15
日　

問
屋
町
会（
理
事
会
・
委
員
会
・
事
務
局
報
告
）15
名

　
　

25
日　

商
団
連
総
会　

東
京　

理
事
長

　
　

28
日　

長
野
県
健
康
保
険
組
合
会　

桑
原
副
理
事
長　

他
５
名

 

長
野
県
団
地
連
絡
協
議
会　

理
事
長
・
局
長

 

厚
生
年
金
基
金
特
別
委
員
会　

理
事
長
・
局
長

7
月
1
日　

訳
あ
り
市　

第
4
回
目
開
催　

出
店　

20
社

 

　
　

組
合
会
館
大
ホ
ー
ル


